
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■ 栗山町教育ビジョン                          

◆ 目指す目標  過去に学び、現在を生き抜き、夢と志を持って歩む栗山の子 
 

 

 

 

 

 

◆ 【７つの基本方針】と、<１８の基本施策> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１】 生きる力の土台となる就学前教育の充実

< １ > 生涯にわたる人格形成の基礎を培う教育・保育の提供

< ２ > 就学前から小学校・中学校への円滑な接続

これは、先人の足跡や知恵を物語る歴史や文化に学んで、生きる時代の課題に向かい合い、 

協働して夢と志を抱き、新しい時代を切り拓く栗山の子の育成とその発展を目指すものです。  

教育に対する町民の総意として、本計画を実現するために「栗山町第７次総合計画」の教育分

野として、実施計画の理念と教育課題及び各分野別実施施策を位置づけ、Ｒ-ＰＤＣＡサイク

ルでの評価を年度ごとに加え、改善の意図をもって発展させていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【２】 確かな学力の育成

< ３ > 学びの基礎・基本の徹底

< ４ > 学びの応用力の伸長

【３】 豊かな心の育成

< ５ > 豊かな心と規範意識の育成

< ６ > 豊かな人間関係を育む体験活動

【７】 家庭と地域の教育力の向上

<16> 家庭教育の支援

<17> 地域と学校の連携・協働の仕組みづくり

<18> 地域教育力との連携

【６】 教師力の向上と魅力ある学校づくり

<13> 学校経営改革の推進

<14> 教育環境の整備

<15> 安全安心な学校づくり

【５】 一人一人を大切にする教育の推進

< ９ > 特別支援教育の充実

<10> 個の成長を支える教育の充実

<11> いじめ・不登校対策の充実

<12> 多文化共生の推進

【４】 健やかな体の育成

< ７ > 健康で充実した生活を送るための健康づくり

< ８ > 生涯を通じてたくましく生きるための体力づくり

検討資料１－１：栗山町が実現したい学校教育の在り方 
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栗山町教育ビジョン 
 

栗山町教育基本計画～２０２５年～ 

 

目指す目標  過去に学び、現在を生き抜き、 

夢と志を持って歩む栗山の子 
 

 
 

７ つ の 基 本 方 針 

 

基本方針１ 生きる力の土台となる就学前教育の充実 

基本施策１ 生涯にわたる人格形成の基礎を培う教育・保育の提供 

(1)就学前教育・保育の内容の充実 

＊重点：保育園・認定こども園の保育内容の検討 

基本施策２ 就学前から小学校・中学校への円滑な接続 

(1)幼保小中の連携の推進 

 ＊重点：幼保小連携プログラムの作成、幼小中一貫教育連携プログ

ラムの改善 

(2)家庭教育支援 

＊重点：保護者向け就学前教育に関する啓発 

(3)配慮が必要な子供への教育的支援 

 ＊重点：支援をつなぐツールの充実、発達サポートセンターの充実 

基本方針２ 確かな学力の育成 

基本施策１ 学びの基礎・基本の徹底 

(1)基礎的・基本的な知識・技能の確実な定着 

＊重点：学力調査・検査の実施、授業改善推進プランの作成と実践、 

     秋田県大館市との教育連携 

(2)ふるさと学習の充実 

 ＊重点：ふるさと学習プログラムの推進、大館市との教育連携 

(3)科学的に探究する力を伸ばす 

＊重点：プログラミング教育の推進 

基本施策２ 学びの応用力の伸長 

(1)「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の推進 

＊重点：カリキュラム・マネジメントの推進、授業改善推進プラン

の作成と実践、幼小中一貫教育連携プログラムの改善 

(2)授業改善推進プランの策定 

＊重点：授業改善推進プランの作成と実践 

(3)学校図書館の充実 

 ＊重点：学校図書館と町図書館司書を活用した読書活動の推進 

(4)グローバル化に対応した教育の充実 

 ＊重点：小学校外国語活動・外国語科の充実 

(5)情報化に対応した教育の充実 

 ＊重点：ＩＣＴ環境の整備、プログラミング教育の推進 

(6)自分の未来を切り拓く力を育むキャリア教育の充実 

 ＊重点：１２年間を見通したキャリア教育の充実 

基本方針３ 豊かな心の育成 

基本施策１ 豊かな心と規範意識の育成 

(1)道徳教育の充実  ＊重点：道徳教育の充実 

(2)人権啓発活動の充実 

＊重点：人権課題に対する教育の充実及び栗山町子供の権利に関す 

る条例の普及推進、実践を通し心のケガを減少させる取組 

基本施策２ 豊かな人間関係を育む体験活動 

(1)自然体験活動の充実  ＊重点：ハサンベツの活用 

(2)ボランティア体験活動の推進 

＊重点：地域ボランティア活動の推進、介護福祉学校との連携充実 

(3)ものづくり体験等の推進 

 ＊重点：雨煙別学校コカ・コーラ環境ハウスとの連携 

基本方針４ 健やかな体の育成 

基本施策１ 健康で充実した生活を送るための健康づくり 

(1)健康教育の充実 

＊重点：がんに関する教育の推進、歯と口腔の健康づくりの推進 

(2)食育の推進 

＊重点：アレルギー対策の推進、歯と口腔の健康づくりの推進 

基本施策２ 生涯を通じてたくましく生きるための体力づくり 

(1)生涯にわたって運動に親しむ態度の育成 

＊重点：運動習慣の改善 

基本方針５ 一人一人を大切にする教育の推進 

基本施策１ 特別支援教育の充実 

(1)相談事業の充実  ＊重点：教育相談の一層の充実 

(2)支援計画や支援体制の充実 

＊専門家チーム及び特別支援教育巡回相談 

基本施策２ 個の成長を支える教育の充実 

(1)関係機関と連携した教育の推進 

＊重点：道派遣ＳＣ活用事業の効果的で実効性のある取組 

基本施策３ いじめ・不登校対策の充実 

(1)いじめ防止対策の充実 

＊重点：いじめ防止対策の一層の推進 

(2)不登校対策の充実 

＊重点：不登校対策の強化、適応指導の充実、道派遣ＳＣ活用事 

業の効果的で実効性のある取組 

基本施策４ 多文化共生の推進 

(1)異文化理解の推進 

＊重点：日本語指導教室の充実、通訳派遣の検討 

(2)積極的な社会参加の推進 

 ＊重点：日本語指導教室の充実 

基本方針６ 教師力の向上と魅力ある学校づくり 

基本施策１ 学校経営改革の推進 

(1)教員の資質・能力の向上 

＊重点：研修体系及び実施方法の策定、教員の授業力の向上、 

大館市との教育連携 

(2)学校の働き方改革の推進 

＊重点：学校における働き方改革の推進、カリキュラム・マネジ 

メントの推進 

基本施策２ 教育環境の整備 

(1)学校施設の長寿命化計画と学校施設の施設更新 

(2)学校環境の整備 

＊重点：学校の計画的な改修 

(3)情報教育環境の整備 

 ＊重点：ＩＣＴにかかわる講師の招へい、ＩＣＴ環境の整備 

基本施策３ 安全安心な学校づくり 

(1)安全・安心な教育環境の推進 

＊重点：ＣＳの取組を通じた安全・安心な学校づくり、地域と連 

携した防災訓練の推進、アレルギー対策の推進 

基本方針７ 家庭と地域の教育力の向上 

基本施策１ 家庭教育の支援 

(1)相談機能・支援体制の充実 

＊重点：教育相談の一層の充実、日本語指導教室の充実、通訳派 

遣の検討 

(2)「生活・遊び・学び」の充実 

＊重点：児童センター事業の実施、家庭教育推進事業の実施 

基本施策２ 地域と学校の連携・協働の仕組みづくり 

(1)地域ぐるみで学校を支援する仕組みづくり 

＊重点：ＣＳのさらなる推進、ＰＴＡ活動の支援 

(2)地域で支える教育活動の推進 

＊重点：家庭教育推進事業の実施 

基本施策３ 地域教育力との連携 

(1)交流機会の充実  ＊重点：文化財等の保存と活用 

(2)介護福祉学校・企業との連携 

＊重点：関係機関・団体との連携、秋田県大館市との教育連携 

 

 

      ■ 栗山町「小中一貫した教育」基本方針 ■                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 第１章 方針策定の背景及び目的 

◆ 方針策定の背景 

■教育基本法の改正（H18）学校教育法の改正（H19）による小学校・中学校を通した義務教 

育の目的・目標の新設。 

■学習指導要領（H29）総則「学校段階の接続」の新設。 

■栗山町第７次総合計画及び栗山町教育ビジョンへの「一貫性・連続性のある教育活動の充実」 

の位置付け。 

■小中連携教育が広がりをみせてきているが、栗山町の教育が目指す目標の実現に向けては更な 

る工夫が必要。 

 

◆ 方針策定の目的  

■国の動向や、栗山町立小・中学校がこれまで積み重ねてきた小中連携の成果と課題を踏まえ、 

義務教育９年間で行う一貫した「学び」の基本的な考えを示す。 

 

目指す目標：過去に学び、現在を生き抜き、夢と志を持って歩む栗山の子 

■ 第２章 栗山町が目指す小中一貫した教育 

◆ 「小中一貫した教育」の視点で見る本町の課題 

■栗山町では、「徳・知・体の調和のとれた育ち」を目指しているが、「一貫した教育」の視点で見 

ると、各校が互いの活動を理解し、「良さ」を共有し合う姿勢に課題がある。 

 

 

◆ 「小中一貫した教育」の推進に向けた４つの視点 

■小学校、中学校の教職員が互いの教育課程や日常の生徒指導、学習指導等を相互に理解し共有 

し合うことで、９年間の系統性・連続性のある教育を実現し、「徳・知・体の調和のとれた育ち」 

の一層の充実を図ることを目的に、全ての小・中学校で「小中一貫した教育」を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

徳・知・体の調和のとれた育ち  豊かな心の育成  学ぶ力の育成  健やかな体の育成 

栗山町の「小中一貫した教育」の目的 
 

 

 
 

「小中一貫した教育」を推進する４つの視点 

１ 
９年間を通した子ど
もの学びのつながり 

２ 
子ども理解・ 生徒
指導の連続性 

３ 
教職員間の連携・協
働 

４ 
家庭や地域との関わ
り 

 

 

 

 

 

 

 

「自立した栗山の子ども」の実現に向け、義務教育段階において「徳・知・体の調和のとれ

た育ち」の一層の充実を図る 

■ 第３章 「小中一貫した教育」の推進体制 

◆ 中学校区による推進体制の構築 

■中学校区を基本単位とする。栗山中学校と、そこに進学する３小学校からなる計４校で編成し、 

それぞれで創意工夫を発揮しながら「小中一貫した教育」に取り組む。 

■小・中学校全ての教職員が「小中一貫して子どもたちを育む」という理念を共有して、協働的 

に推進する。 

■地域との連携・協働についても包括的に取り組む。 
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■ 第４章 「小中一貫した教育」の推進 

◆ 「令和の日本型学校教育」をイメージした取組  

■これまで大切にしてきた教育や課題を踏まえつつ、子どもの資質・能力を系統的に育むため、 

全町共通で「２つの柱」に焦点化する。 

■学校間及び、学校と地域とが課題を共有しながら指導に当たることにより、子どもの資質・能 

力をより系統的かつ多様性を生かしながら育む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４校が共通して推進する「２つの柱」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「主体的・対話的で深い学び」の授業づくり 

小・中学校共に、「主体的・対話的で深い学び」を推

進することにより、中学校に進学しても大きな隔た

りを感じることなく学び続けることができ、生きて

働く知識・技能の習得等、新しい時代に求められる

資質・能力を育成する。 

地域と共に進めるふるさとキャリア教育 

栗山町の人材や地域の様々な魅力を発達段階に

応じて意図的、計画的に教育活動へ反映し、地域

と共に歩む教育活動を推進するなどの「地域と歩

む持続可能な教育」に取り組むことにより、ふる

さと観やキャリア観を育成する。 

中学校区としての特色を生かした取組 
・「９年間の系統性の視点」での教育課程の捉え直し 

・徳・知・体における「目指す子ども像」の共有 

・乗り入れ授業や子どもの合同活動等の実施      

・系統性・連続性のある特別支援教育   ・地域の教育力、外部人材の活用   等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

推進の手順 
①課題の洗い出し 

②重点の設定 

③目標と評価の設定 

④取組の計画・実施 

⑤評価・改善 

教育委員会の取組 
＊小中一貫に向けた課題集約と調整 

＊小中一貫した教育理念の周知 

＊教職員の研修  

＊小・中学校教員の人事交流 

＊教職員の負担軽減に向けた働き方改革の推進 等 

地域の実情に応じて各校の特色を生かし
た取組を充実・発展させていくことも大切
にする。 

■ 第５章 「小中一貫した教育」の充実 

「学校力向上に関する総合実践事業」と連動  

■栗山町ならではの地域の多様性に応じた「小中

一貫した教育」の充実・発展のためには、「学校

力向上に関する総合実践事業」を有機的に活用

し、一体感を意識したＰＤＣＡサイクルに取り

組む必要がある。 

⇒共通指標やアンケート結果の一貫性・学校評

価の活用 

「教育委員会が主催する各種委員会」と連動  

■「小中一貫した教育」の具体的な推進に当たって

は、全校の共通理解の下、軌を一にした協業体制

を組んで進める必要がある。 

■教育活動に係る各校の成果や課題及び学校間の

差異等を４校で共有しながら改善・充実に努め

るため、教育委員会が主催する各種会議につい

ても関連性を図りながら取り組む必要がある。 

 
 
 
 
 
 
 

 

幼保小中一貫教育連携推進委員会、ＩＣＴ活
用委員会、ふるさとキャリア教育推進委員
会、いじめ問題対策会議、栗っ子安全対策推
進委員会、広域補導連絡協議会、特別支援教
育推進協議会、ＣＳ連絡会 等 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ 第６章 「小中一貫した教育」推進計画 

「栗山町第７次総合計画」前期４年間の取組  

■小小の横の連携と小中の縦の連携による協働体制を構築

し、令和８年度を前期のゴールに定めて順次進める。 

■各校の特色を生かしつつ、共通の目標設定やこれまでの

教育活動の捉え直しの他、持続可能な協働体制の整備、管

理職・実務担当者会議や合同研修会の開催等について、で

きる取組から順次進める。  

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度から全ての小・中学校で 

「小中一貫した教育」を推進 

 

 

小中一貫  

教育推進 

 

後期への 

アプローチ 

 

実践・検証 

評価・改善 

 

資料整理 

計画立案 

指定継続 学校力向上 
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       ■ 栗山町教育委員会が目指す学校教育 ■                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「過去に学び、現在を生き抜き、夢と志を持って歩む栗山の子」を育む 
 

[幼保]小中[高専]一貫教育プログラム策定 

小学校 3 校が各地域の特性を生かしつつ、全体

として、中学校に入学するまでに必要な資質や技

術等を揃えることにより、義務教育９年間を円滑

かつ個人を尊重した教育活動の営みにつながるで

あろう。 

≪仮説１≫ 

ふるさとキャリア教育プログラム策定 

地域教育協議会等と連携・協働して栗山

町の人材や地域の様々な魅力を意図的・計

画的に反映し、一貫性のある活動を展開す

ることにより、ふるさとに学ぶ教育の実現

につながるであろう。 

≪仮説２≫ 

「主体的・対話的で深い学び」の授業づくり 

小・中学校共に、「主体的・対話的で深い学び」を推

進することにより、中学校に進学しても大きな隔た

りを感じることなく学び続けることができ、生きて

働く知識・技能の習得等、新しい時代に求められる

資質・能力を育成する。 

地域と共に進めるふるさとキャリア教育 

栗山町の人材や地域の様々な魅力を発達段階に

応じて意図的、計画的に教育活動へ反映し、地域

と共に歩む教育活動を推進するなどの「地域と歩

む持続可能な教育」に取り組むことにより、ふる

さと観やキャリア観を育成する。 

小中一貫した教育の推進に基づく仮説 

 地域学校協働活動による「栗山型教育」の創造!!   
 

「ふるさとは栗山です」を具現・体感する教育課程の編成・実施 

Design concept 

 

栗山学 

ふるキャリ ハローワーク 

地域クラブ活動 教育ＤＸ 

いじめ防止トリプルチェンジ 

栗山型教育の実践［例］ 
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       ■ 栗山町教育委員会が目指す教育環境 ■                

◆ 栗山町が展開する学校経営の新たな視点 ≪仮説１関係≫  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＊教育活動に係る各校の成果や課題を町内の小・中学校４校で共有し、改善・充実に努めるための一方 

策として、今年度、教育委員会が主催する「幼保小中一貫教育連携推進委員会」の委員が中心となっ 

て、東京都内にある義務教育学校を視察した（品川区・八王子市）。 

＊品川区立の義務教育学校（６校）は、児童生徒数の減少によるものではなく、一貫教育のメリットを 

最大限に活かすべく設立されている。しかも、品川区は学校選択制を取り入れていることや、近辺に 

特色をもった私立学校が多く存在することなどから、義務教育学校としての自校の教育活動を厳しく 

評価しながら、ある意味、生き残りをかけて、より良い学校経営の具現化に取り組んでいる。 

＊一方、北海道における義務教育学校は、「校舎の老朽化に伴う建替えの必要性」や「児童生徒数の減少 

に伴う教育活動の困難さ」による開校が大半であり、「ハード（施設等）が先にあって、ソフト（教育 

活動）を考えていく」という印象が強い。「よりよい学校経営を」という視点では、北海道も変わるも 

のではないが、「何をもって従来の学校教育の在り方を考え、変えていこうとしているか」という点に

おいては、明らかな違いがある。 

＊今次、栗山町においても施設設備の老朽化や児童生徒数の減少は避けられないものの、そのことのみ 

を理由として「新しい栗山の教育の在り方」を展望するのではなく、現状における成果と課題を精査 

し、より良い教育活動の推進について俯瞰しながら検証・改善を図る視点が欠かせない。 

＊その参考例として上の写真を見ていただきたい。これは品川区立豊葉の杜学園で参観した教育活動の 

様子である。グランドで運動会の練習をしている小学校３年生の頑張りを同じ施設で学ぶ幼稚園年長 

組の幼児が食い入るように見つめており、その後ろには８年生（中２）の生徒が将来、幼稚園教師に 

なることを夢見ながら職場体験学習を行っている。ここには子どもたち同士で高め合い、自信を持ち 

続ける教育的要素が詰まっている。…「栗山型教育の推進」とは、このような「子どもの夢や笑顔に 

ついて語り合う」ことを大切にしながら取り組むことを最優先としたい。 
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◆ 栗山町が展開する学校経営の新たな視点 ≪仮説２関係≫  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊言うまでもなく、栗山町には多くの地域力が存在している。子どもが「ふるさとに学ぶ」ための人材 

や素材に溢れている町である。 

＊今後、地域力を一層有効に活用していくための留意事項が２点ある。１点目は、発達段階に合わせた 

系統的な活用が十分に図られていないこと。２点目は学校からの依頼に地域が応える形が大半で、双 

方向的な連携につながっていないこと。１点目は子どもにとって効果や効率が悪くなり、２点目は地 

域力の拡充や新たな発掘が十分に図られない結果となるので、教育委員会が主導しながら、地域学校 

協働活動の充実に取り組む必要がある。 

＊「町民すべてがかかわり合い、栗山のすべてが教材へと変わる」ことをスローガンとして、幼保小中 

高専とつながる一貫性のある地域力の活用指標を作成していく必要がある。また、関係各所との連携 

を強化しながら「栗山学」「ふるさとキャリア ハローワーク」といった町独自の教育活動の創設と具 

現化に取り組む必要がある。 
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